
を議：
．一、，，’・＇：・・...：：~f＼~採:if:).. ):-: 

（！.~~~！~／~｝＇.； 
千・・．・－、~ゼ・：・4

桜川：総
•• ~；iギミスゾそJ.~＼~

1袴：；~；JJ~i:・11;.,・I・......：・

いに‘ 」つ 全七 し ：.：N~i~f;：~J；~·？＇.｝
を 明し とと旧国十たたが：iJ/,tl.Yλ：~＼
閲 治 かし あ泊に五の ＇）~必＂：.＇~~ i)j，~ ：：‘ 
始 二し でと町盛周が＇6{:-r~公正月：＇.：＼！＇
し十 、五 の に 大 年、 ・1ト炉番号‘
て 二 電十、、な に 明 .. <·'.\tぺ~＇：
い年、信四明電記当治 U；加虫 、．．
るに業主手 治話念り二 説十・ご1・・5
。、 務 に四が行、十 レ＂U..：：ヌ
泊・のな十 一 事去三 一
郵方る凹般がる年
使はわ年に挙十で
局 ずけの開行月
につで米通ぎ二今
おとあでし れ 十年
い早るあたた こ は
て く 。るの 。日ち
、 、 'f)、b土 トこよ

取す ら 、 はう
扱で 、ず 、ど

話へ すもれるて では 国 が 十 入 で 泊に自主Eに%に で月に 捕直氏 {.f: ).,j電ι 通 l週轄 J
がe集なるちる電、霞あ、竜 平、凶は 、話内にた上 l記入 tJrめ 、映泊二 、を｜別なへ報 が の と従
で 中 お認ろが話「々る 一報 均人年 極 lま業外 l映ちる、るしあ l閣ず駅氏 I'J' ill! %11い移 電 分 機しきれ
きさ 、識ん、 L す公。万にの 口のわと絡にるがとちとい リ七るかの脅え f 、 管話離構て心
るれ十や、朝のぐ社 二 つ むと今めんを活。、、主、 子 O モら代敏 、1・「 ざ業）味到れ
よ、月語一日 目 つで 千い%の日てど関動 向大心つ挫 ザ 万ダ町 に雄以じ胡れ務主半便rn
う全三解般局標くは 七てよ比 、少官始の長い臓と物イ 円ンの至の米年日 、の，， ，.....＿ 局 i清

陵！i~~~ 雲戸 ~ ~~ ~1 まフ主主出色援栄三堅実突 ぷ 2お：：毛色護士喜雪面五署長議
。日男の いか 、下 十三る 、J＇＼ つ係 当 を五ツはなき、 費社部いが良月電十を

を話集計Z時空 主主主で 2~ 刊誌£；~~恵 三 5 矢そ霊碑ふ語~ ~~1 t山
之説、苦手に、、ど次 あ 年 下 と 加 う で 加つ名しクをわな け、る し岡 代」八 使塁年ピい
P市市主、特ま乙五 つ度悶句会 で、 人 たのてス受りド て附直 、野局と 月 局露王お ti~
Y へ外事そにいヘカ たのる あ例者 。陣いチけにア 竣和前 現業長改 、かが’t れ~

早宍議！~一号~~ t護主男2乏会 Lそ認容2；ゑ軍高 E手／； 震ベ与雪思量豊郵主喜
一即が点 画入てつ 画 うい。でそ創ど 三 使 、うン、なし た・ヒア 、石 田 れ 合 報言政t.－＇ 符
年時魚るに者おなと こ件：、う業の 十周大すの階努：て も~·；と 中間菊 Tこ併 電 と
度通津。 対はらがし と数： 全だ五加 こ でいが淑上聞 ii' 0 二回 野勝蔵。に話宍電ぞ特

昭和 40年 12月10日
月刊（毎月10日発行）

T 

、ノ

ひさあ（貯差益錫語）第124号

一（9）ー

(f) 

日
本
電
信
電
話
公
社

朝
日
電
報
電
話
局

γ

一
八
七
六
年
に
、
ア
メ
リ
市仰
向
グ
ー
ヲ
ハ

ム
・

ベ
U

’

が
、
情
話
機
を
発
萌
し
た
が
、

わ
が
国
で
は
、
当
時

の
明
治
政
府
が
、
翌
年
（
明
治
十
年
〉
早
く
も
乙
れ

を
輸
入
し
て
、
当
時
エ
部
省
と
宮
内
省
の
閤
で、

は

じ
め
之
通
話
の
実
験
を
行
な
っ
た
。

そ
の
後
、

日
本
に
お
い
て
、
電
話
の
業
務
を
開
始

十
本
ま
で
に
、
円
動
化
の
実
現
を
日
制
h
k、
脳
波
や
は
日

術
面
に
つ
い
て
も
、
着
々
と
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る。
公
社
と
は
い
う
も
♂
の
、
民
間
会
社
以
上
の
、

サ

ー
ビ
ス
本
位
の
、
柔
い
肌
ざ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
、
特

に
、
私
た
ち
の
豊
か
な
く
ら
し
を
支
え
る
、
大
き
な

働
き
の
い
と
な
み
と
い
っ
た
も
の
が
し
み
じ
み
感
じ

さ
せ
ら
れ
る

。

（

Z
叫）

よ

だ

り

一一

、
五

第
八
回
朝
B
町
語
会
臨
時
会

付
議
事
件

説
集
第

一
号

昭
和
四
十
年
度
明
日
町
工
場
誘
致
特

別
会
計
補
正
予
怖
（
第

一
サ）

ぬ
人
崎
山
予
亦
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
間
内
べ
十

一

万
八
平
円
を
出
加
し
、
以
入
保
出
予
算
の
総
額
三
千

五
回
九
十
二
万
円
と
す
る
。

議
案
第
二
号
財
産
取
得
の
件

卜
地
の
買
収

け

い

的

℃

地
造
成

・

間

約

九

、

O
コ二

坪
問
主

民
収
側
勝

一二心
、

O
九

一
、
三
八

O
円

山
一一
例
悦
鼠
滞
議
の
結
則
前
原
案
ど
お
り
叶
決

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
に
協
力
を

毎
年
、

厳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
対
し
て
は
、
町

民
各
仰
の
、
絶
大
な
る
と
協
力
を
賜
わ
り
、
停
く
お

叫
申
し
あ
げ
ま
す
。
朝
日
町
社
会
備
祉
協
議
余
で
は

こ
の
ほ
ど
、
「
歳
未
た
す
け
あ
い
運
動
実
臨
要
項
」

を
ま
と
め
、
「
愛
の
袋
」

を
、
民
生
委
員
及
び
町
内

会
を
通
じ
て
、
各
戸
に
配
布
し
ま
す
か
ら
、
留
さ
ま

の
温
い
真
心
を
お
顛
い

い
た
し
ま
す
。

川
実
胞
期
間

十
二
月

一
日
か
ら

十
五
日
ま
で

問
募
集
金
品

一
世
帯
当
り
五
十
円

川
品

L
L
e

－
E
b

了

戸口氏
生
課）



出
張
の
う
え
、
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お

瀬
い
し
ま
す
。

な
お
、

手
続
を
さ
れ
る
方
は
、
次
に
連

絡
く
だ
さ
れ
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
て
く

だ
さ
い
c

W
T恩
連
盟
朝
日
町
事
務
所

朝
日
町

事

町

米

田

兼

治
福
話
三
八
吾
川

大
切
な
名
簿
で
す
。

一
年
中
、
閲
覧
に
供

し
て
お
り
ま
す
か
・
旬
、
自
分
が
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
め
て
く
だ

さ
い
。

制

口
町
選
挙
管
理
委
員
会

回

日

展

旧

軍

人

恩

給

受
給
資
格
者
の
方
へ

一
、
今
回
の
法
律
一
部
改
正
に
つ
い
て

V

連
参
戦
に
よ
り
、
昭
和
二
十
年
八
月

九
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、
満
州
、
樺
卜
A

北
朝
鮮
の
地
域
は
、
一
カ
月
に
つ
き
ゴ
一カ

月
の
加
算
と
、
外
地
抑
留
加
算
は
、
昭
如

－
一十
年
九
月
二
け
よ
り
、
引
続
き
獅
外
に

お
ら
れ
た
則
問
、

「
カ
凡
に
つ
き、

一カ

月
加
ぬ
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た

に
恩
給
受
給
資
栴
を
取
御
さ
れ
る
万
は
、

次
に
よ
り
手
枕
さ
れ
る
よ
う
連
絡
叩
し
あ

げ
ま
す
＼・

選
…

特
…

の
…

初
…

国
…

全
…

氏

魚
津
高
校
で
、
多
年
書
道

』

E

冒
守

日

の
先
生
と
し
て
、
ま
た
肉
古

i
－
 

ZJE引
い

に
お
い
て
、
盤
を
開
設
す
る

E
L
い

な
ど
、

部
道
の
興
降
発
展
の

－
ー
っ

一
た
め
南
関
し
て
お
ら
れ
る
・
六

百
斗
・

…

平
山
間
氏
は
、
今
年
度
の
節

園
、

八
川
日
展
、
市
部
門
の

｛
近

圃

J

代
詩
文

一
に
お
い
て
、
み
こ

レ
一
全
国
初
の
特
滋
賀
を
か
・
＼

得
さ
れ
た
c

一
近
代
詩
文
一
の
部
門
で
は

第

八

(2) 

書
部
門
「近
代
詩
文
」
に
お
い
て

ー
ー
ー
山
溝
氏
顕
彰
会
盛
大
に
行
な
わ
る
｜
｜
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特
選
賞
を
か
ち
得
た
も
の
は
、

氏
を
も
っ
て
、
そ
の
肢
初
と
す

る
と
乙
ろ
に
、
先
生
の
こ
の
た

び
の
作
品
は
、
い
か
に
か
お
り

向
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
う

か
が
わ
れ
る
〈

こ
れ
を
記
念
し
て
、
山
市
、

大
半
正
信
氏
の
顕
将
会
が
、
去
る
十

一
勺

二
十
二
日
、
午
後
三
時
か
ら
、

川
小
川
温

泉
で
、
先
生
を
し
た
う
友
人
、
知
己
、
多

数
あ
・つ
ま

っ
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
、

へ町
長
山さ

基
本
選
挙
人
名
簿

閲

覧

に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
九
月
十
五
日
現
有
調
製
の

基
本
選
挙
人
名
簿
の
萱
録
人
民
は
次
の
と

お

η
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
本
年
の
十

一一
司
二
十
U
に
限
定
し
、
こ
れ
よ
り

一
年

間
、
あ
ら
ゆ
る
選
準
に
も
ち
い
ら
れ
る
、

ひ

ーし

［従米の併通恩給請求手航中込書を

作成のうえ、午数料午川を添えて

%が所所二、すみやかに拠出願い

宮内すJ

：－M山川町軍慰連仰が初川に、．w．除川
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朝
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町
中
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公
民
知
見
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ト
、
代
は
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也
氏
は
、
間
和
二
十
七
年
よ
り
ト
：
ヤ
川

の
長
ぎ
に
わ
た
り
、
た
だ

一
途
に
、
地

域
社
会
の
社
会
教
育
雌
進
の
た
め
専
念
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ひ

一
酸
化
炭
素
に

注
意
を
／

ま
た
怒
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
毎
年
寒
い
季
節
が
く
る

と
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
等
に
よ
る

一
酸
化
炭
素
中
毒
と
い
っ
た
、

不
幸
な
事
故
が
あ
い
つ
い
で
、
新
聞
紙
上

を
に
ぎ
わ
せ
ま
す
。

こ
の

一
酸
佑
炭
素
と
は
、
プ
ロ
パ

ン
、

石
油
、
灯
油
等
に
か
ぎ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

燃
料
が・
も
え
る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
発
生

す
る
も
の
で
、
呼
吸
と
と
も
に
附
に
ゆ
き

酸
素
と
結
合
す
る
は
ず
の
赤
山
球
に
、
儲

か
ら
強
引
に
と
び
っ
き
、

一
た
ん
と
り
つ

い
た
ら
、
さ
い
と
ま
で
は
な
さ
な
い
と
い

っ
た
、
因
っ
た
シ
ロ

モ
ノ
で
す
。

し
た
が
っ
て
、

一
般
化
炭
素
の
充
満
し

た
部
屋
に
い
る
と
、
た
と
え
、
椴
素
が
あ

っ
て
も
、
身
体
の
細
胞
に
は
、
は
こ
ば
れ

な
い
と
い
う
尉
象
が
お
こ
り
、
一
回
捕
、
め

ま
い
、
吐
き
気
の
う
ち
は
ま
だ
し
も、

ま
d

か
り
ま
ち
が
え
れ
ば
、
常
一息
死
と
い
）
、

（

恐
し
い
小
快
事
態
が
起
き
ま
す

3

ザ

そ
ζ

で
、
そ
の
予
防
対
策
と
し
て
は
、

～

λ

ト
l
プ
せ
の
使
削
字
削
に
は
、
た
と
え
J

い
か
に
冗
ん
k
な
性
能
を
も
っ
、
新
製
品
を

～

つ
か
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
毎
日
、
あ
な
J

た
の
け
で
任
検
す
る
こ
と
と
、
服
ぽ
中
は
～

と
き
ど
き
、
窓
を
い
っ
せ
い
に
あ
り
て
、
J

部
屋
の
空
気
を
入
れ
か
え
る
こ
と
が
大
切

ι

で
｛ヲ

。

立

ま
亡
、
阪
肘
中
に
は
、
必
ず
ヤ
カ

ン
を
～

か
け
て
、
湯
五
を
た
て
、
部
屋
の
異
常
乾
日

燥
を
ふ
せ
，
円、
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
｝

せ
ん
G

♂

部
凶
が
あ
ま

η
般
か
す
ぎ
る
と
、
か
え

』

っ
て
身
体
を
よ
れ
く
し
ま
ず
か
ら
注
一
憩
し

〈

て
く
だ
さ
い
。

（民
生
課
）

一

さあ（関l議似ふ~；D 第 1 24号(3) 

と
て
も
ち
か

つ
て
き
た
ζ

と
は
、
交
法
有

一
同
の
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
c
時
代
に

と
り
の
乙
さ
れ
な
い
よ
ろ
に
、
い
さ
さ
か

ん
弘

η
と
も
賢
乙
く
な
り
た
い
、
と
は
誰
し

も
念
願
し
て
ト
る
こ
と
で
あ
る
が
、
少
し

で
も
知
泌
を
得
て
、，
r
，
れ
が
、
日
常
生
活

に
活
用
さ
れ
た
之
ぎ
の
山
内
こ
び
は
、

ま
た

wm別
の
味
わ
い
－
わ
し
い
。

前
半
間
を
比
街
し
て

↑
、
講
師
向
お
河
川
が
と
て
も
似
し
い
c

、
経
費
は
少
く
て
よ
い
。

講
師
は
燃
料
、
材
料
は
五
人
分
限
度

．たか
ら

一
、
材
料
に
対
す
る
比

μ、
巧
え
万
が
新

し
い
目
で
見
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は

事
笑
で
あ
る
。

一
、
グ
ル
ー
プ
を
十
二
に
分
け
、

一
カ
月

ご
と
に
交
代
し
て
実
問
に
ず
伝
う
ζ

と

が
来
し
い
。

一
、
全
会
員
に
栄
議
教
山中一時
間
五
を
配
布

し
た
が
、
夜
乙
ん
で
別
附
す
る
人
、
め

ま
り
関
心
を
も
た
な
い
人
も
あ
る
こ
と

は
遺
憾
。

3
4

島

t
d

t
tJ
H
H
L
U
F
Y
I
P－
J
〉
L
UH
UF
td
u
m
u可
a
Ju
t
t
y
g
l

の

i

w

月

で

？

で

明

備

も

新

道

後

、
を

な

肘昨

日

向

ネ

司

円

J

H
P

米

照

完

た

～
線
A
V
t

に

ゆ

に

o

船

E
市

れ

ン

阿

倍

両

ふ

、

も

し

山

幹

、
民

捌

と

う

時

門
担

、
ト

3
l

B

7

十

6
装

ど

成

富

ぶ

て

発

役

こ

よ

輯

L
l
ι
r
h
L
の

羽

約

し

山

舗

な

完

、

結

し

業

な

す

し

仕

国
間

っ

苅

れ

こ

品

問

仁

、

耐

事

て

で

を

と
い
桂
き

た

で

F
P
あ

日

芯

は

r
府

米

協

よ

し

の

潟

路

の

大

泉

る

－K
で

度

通

話

3
・

・

h

制
帆

門

延

問

i

J
F
J
J

日

目

関

〈

く

zち

の

足

た

1
・4

後

横

で

八

最

、

め

hle
の

米

日

岨
r
＝
＝
圃

』且

H
n
u
z，u

－E
E』

4

－
n
u
つ4

4
3
工

1
月

司
割

線

！

日

間
日

ロ
勺
長

－
『

八

延

が

民
同

道

〈

N

2
3

E

H心
ネ

蹴

ン

栄
護
の
認
識
高
ま
る

泊
婦
人
会
栄
養
教
室

泊
婦
人
会
で
は
、
昨
年
度
の
文
部
省
委

嘱
鮒
入
学
級
に
引
き
続
い
て
、
本
年
度
む
、

年
間
通
じ
て
の
勉
強
を
し
て
み
た
い
と
の

会
自
の
も
り
l
り
か
ら
、
公
益
教
公
い
しを
開

立
し
た
。
そ
れ
は
本
今
度
需
点
M

M
M
で
あ

る
、

「A
J

一
度
わ
が
家
を
か
え
り
弘
て

一

（
健
康
に
竜
ー山
）
の
意
授
か
ら
で
も
あ
っ

た。黒
部
保
健
所
に
相
談
を
も
ち
か
け
た
と

こ
ろ
、
講
師
は
、
宮
島
先
生
で
、
調
理
’
一門

燃
料
、
持
具
、
－
切
運
ば
れ
、
指
噂
要
閣
．

ま
で
も
持
参
の
う
え
、
ま
ζ

と
に
懇
切
、

て
い
ね
い
な
る
指
導
で
、
唯
々

一
同
敬
服

の
外
は
な
い
。
そ
し
て
、
と
て
も
悲
し
い
集

い
で
あ
る
。
表
に
示
す
よ
う
に
、

一
時
間

は
講
義
二
時
期
三
十
分
は
実
習
で
あ
る
。

初
日
は
、
卵
だ
け
に
つ
い
て
、
講
義
と
一九

碩
類
の
実
習
で
あ
っ
た
が
、
閉
じ
卵
で
も
、

今
ま
で
の
卵
に
対
す
る
見
方
、
調
照
に
け

す
る
心
得
、
体
内
に
摂
取
す
る
考
え
写
、

〔写
真
〕

第

一
グ
ル
ー
プ
の
実
習
手
伝
状
苑

↑
、
毎
月
第
一一一
士
附
と
日
を
決
め
て
あ
る

が
、
悦
月
伝
達
し
な
い
と
忘
れ
て
い
る

人
が
あ
る
。

一
、
出
席
入
国
を
自
由
に
、
と
の
会
員
の

希
望
に
応
じ
て
、
笑
施
し
て
み
た
が
、

固
定
す
る
よ
り、

出
席
が
よ
く
な
い
ζ

と
が
あ
る
。

以
上
の
実
状
を
参
考
と
し
て
、
後
半
期
の

栄
長
教
宅
は
、
よ
り
）

一層
成
巣
の
上
る
よ

う
に
、
業
し
み
な
が
ら
努
力
し
た
い
も
の

で
め
る
心

（泊
鮒
人
会
）

一

問）一 ｜栄

養
教
室
後
半
期
時
間
表

主
催

1

一

J
一凝
随
一

抱
商
所
沼
一

，， 

，， 

－ // 

一一

( 1 時間） 習 （｜目5 II寺
1・m 当 II T 

ご足
テ ー マ｜ f咽 自 ｜ 細目｜

1 8日 消化吸収 必食年物令要のゆくえ 黒所」主部ー保島健
主自の改詩 ・カレーヒ。ラフ

12 
1時30分 一日の必要量

性量別労働別の －肉、いか人りやきそば
・！と1ヲンキ

一一一 －とうふOlいそべあげ1 5日 強化食品 強化食品 大"fl＆び大臣

殿、アノνヵリ性食品 酸、アノレカリ食品 製品の利用
・しゅ・のう O){f.づめ

// ケ · ~り｜！納厄
一

1 9日 調理理論 食同果的利用 ｜ 冬をあたたか －ホワイ I・ ：，， チユー

2 
く過す食べ物

・チキンラ fス。 // ・／〈ナナ七’リ ー

3 1 9日 献立のたて方 一回食一日食 イア 保存食について ・｛采打jを (5荷額）

4 11 6・日 修了式 効果判定

の
J
』

A
U
JV
「
町
U
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第
十
回
町
民
体
育
大
会

盛

A 
コヨE

裡

終

る

を
わ
き
お
こ
し
な
が
ら
、
午
後
四
時
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

成
績
択
の
と
お
り

〔
総
合
成
績
〕

①

境

②

出

保

①

大

家

庄

④

宮
崎

①
泊
三
区

①

恨

川

①

山

崎

③

泊

二
．R
①
五
筒
正
⑩
泊
一
氏

〔地日仏
H
川
抗
一
一
、

O
つ
ハ
）米
継
止
U

①
山
崎
①
大
家
庄
①
泊
一

μ

〔

U
U
躍
伐
〕

（
肋
刊
行
奇
い
ん
じ

一
連
青
だ
よ
り
一

大
家
庄
校
下
回
が
優
勝

｜
｜
第
八
回
朝
日
町
青
年
祭
｜
｜

若
人
の
祭
典
、
第
八
回
朝
日
町
青
年
祭

が
、
十
一
月
七
日
、
泊
中
学
校
で
開
催
さ

れ
、
一
一一百
余
名
の
青
年
の
参
加
の
も
と
、

体
育
の
部
、
文
出
の
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
円

ご
ろ
の
技
を
競
い
ん
口
っ
た
。

折
よ
く
、
泊
巾
17M伏
文
化
引
が
り
は
わ

れ
て
い
る
中
、
体
肖
の
郎
で
は
、
緋
比
、

篭
球
、

ソ
フ
ト
グ

l
w
に
、
1

・1
・
w
ミ
ー

を
ぶ
つ
け
合
い
、
州
刑
法
、
屯
政
で
は
、
叩H

K
と
J

凡市
大
家
庄
校一
ト
問
か
、
リ

フ
ト
J
i

わ
げ
で
は
常
時
般
ド
聞
が
、

そ
れ
ぞ
れ
制
を

と
げ
た
。

文
化
の
部
で
ば
、

η日、
生
化
、
所
助

発
表
、
情
宣
、
千
去
に
日
こ
ろ
の
爪
れ
円

成
果
を
競
い
、
中
学
校
文
化
去
に
化
を
そ

え
た
。
写
真
の
部
で
は
、
日
川
校
ト
川
の
「
J

m勝
四
郎
君
、
前
日
の
部
で
は
、
山
松
下

聞
が
二
年
連
続
特
選
さ
れ
た。

な
お
、

百
年
祭
総
合
成
制
で
は
、
大
家

庄
校
下
問
が
優
勝
を
飾
っ
た。

（明
日
町
迎
合
何
年
間
）

泊
第
三
保
育
所

新
築
工
事
着
工

昭
和
四
十
年
度
建
設
計
画
の
、
的
第
三

保
育
所
が
、
こ
の
ほ
ど
の
入
札
の
結
果
、

深
松
組
の
請
負
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
と

と
に
な
り
、
十

一
月
十
八
日
、
そ
の
起
工

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
保
丹
市
川
の
収
容
定
員
は
八
l
o
n
（三

十
米
弘
二
十
円
、：・レ寸
以
上
・
れ

れ
）
で

泊
一
区
地
内
に
迎
設
さ
れ
ま
す
。

（
代
小
川
｝

写

真

下

泊
第
三
保
育
所
の
起
工
式

朝
日
岳
、
タ
一
ソ
と
ワ
カ
メ
の
宮
崎
と
、城

山
の
第

一
級
の
資
源
を
有
し
な
が
ら
、

万
金
は
お
ろ
か
ゼ
ロ
金
で
な
か
ろ
う
か

せ
め
て
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り、

無
残
に
も
九
月
の
台
風
二
十
三
号
で
吹

き．飛
ば
ぎ
れ
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
朝
日

日
の
出
泊
施
設
を
、
明
年
完
成
し
て
、

遭
難
対
策
と
も
し
た
い
も
の
で
す
。

然
患
に
よ
る
ご
芳
芯
は
、
と
え
ん
り

4

な
く
大
越
祭
保
勝
会
へ
ど
う
ぞ
：
：
：

（
観
光
保
）

之
円
r恥
ぺi
h

RJ開

n
f』

n『
u
n
h
v

見
栄
の
な
い

真
心
の
生
活
で

明
る
い
正
月
を

朝
日
町
連
合
婦
人
会
で
は
、
郡
連
合
婦

人
会
と
相
提
携
し
て
、年
末
年
始
に
際
し
、

次
の
よ
う
な
申
し
あ
わ
せ
を
決
定
し
、
リ

フ
レ
ア
ト
と
し
て
各
戸
に
配
布
し
ま
す。

町
民
符
位
の
ご
理
解
と
C
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

わ

せ

申

し

あ

マ
年
末
年
始
に
は
、
慣
習
的
な
贈
答
を
や

め
て
、
心
を
こ
め
た
お
つ
き
合
い
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
成
人
式
の
服
醤
は
簡
繁
に
し
、
器
問
い
あ

わ
せ
て
出
席
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

（
判
口
町
連
合
川
人
会
）
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三E

り日本一

沢
田
行
一

天

さ
ん

杯

を

胸

に

帰

町

あ

第
四
閉
山
出
業
祭
悶
芸
部
門

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
作
り
日
本

一

で
、
天
出
杯
を
交
賞
さ
れ
た

舟
川
新
、
沢
間
行
一
ざ
ん
夫

妻
が
ご
十
六
日
朝
帰
町
さ
れ

ま
し
た
。
列
車
到
蔚
と
同
時

に
、
花
火
が
打
ち

k
げ
ら
れ
、

町
民
約
占4

下
回
人
が
泊
駅
怖
に

出
迎
え
た
。
小
川
中
学
校
の

．ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
が
前
向
付
す
る

な
か
を
、
感
激
で
胸

一
杯
の

…
以
前
で
、ト
火
主
は
畝
迎
合
に

た
ち
、小
川
助
伎
が
、
「
沢
削

さ
ん
の
受
刊
は
、
山
り
品
川
に

き
た
股
業
に
、
光
明
を
与
え

た
。
金
町
民
の
名
替
で
あ
る
。

第
一
一
、
第
三一
の
沢
田
さ
ん
が

あ
ら
わ
れ
る
の
を
期
待
し
た
い
。
L

Lι

歓

迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

沢
田
さ
ん
は
、
「
ζ

の
天
・
宮
杯
は
、
寓
山

県
の
農
業
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ひ

リ

さ

（
舟
川
新
）

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
」
と
科
え
、

全
員
で
万
歳
を
三
崎
。
そ
の
あ
と
、
紙
迎

の
棋
や
旗
で
飾
っ
た
自
動
単
十
八
台
を
連

ね、

柏
駅
前

i
泊
郵
便
局
前
｜
荒
川
通
り

｜
桜
町
l
小
川
中
学
校
前
！
大
家
庄
小
学

校
前
！
金
山
部
落
を
通
り
、
自
宅
ま
で
パ

レ
ー
ド
、
掛
川
神
社
参
拝
後
、
家
政
、
市

港
民
と
と
も
に
受
賞
を
喜
び
あ
っ
た
ふ

同
日
午
後
一
時
、
大
家
陀
小
学
校
滞
情

で
、
朝
日
町
、
大
家
正
股
協
、
山
山
花
山

3

此

恨
組
合
主
催
の
削
民
会
が
ひ
ら
か
れ
、

穴

場
に
は
約
二
円
人
の
関
係
者
が
川
川
t
＼

中
川
別
役
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

米
白
山

・

トサ山州
民
林
水
陀
部
長
、
臨
時
県
議
、
1
凶
行

県
農
協
中
央
会
長
、
上
沢
議
会
議
円
早
川
か

お
倒
い
の
と
と
ば
を
の
ベ
た
。へ

産
業
問
」

写

真
左
上
輝
〈
天
皇
杯
と
表
彰
状

左
泊
駅
頭
で
の
歓
迎
台
に
立
ち
、

天
皇
杯
の
感
激
も
新
た
な
沢
閉

さ
ん
夫
妻

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
朝
日
町
の
名
公

一
躍
天
下
に
知
ら
し
め
た
名
問

沢
田
さ
ん
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑

，..＿＿.＿＿＿、

「仁
ま
で
、

年
末
替
市
を
実
施
い
た
し
ま
ず

か
ら
、
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

則
問
中
は
、
次
の
要
領
で
、

サ
イ
レ
ン
を

マ
日
増
し
に
ゆ
尽
く
な
り
、
し
よ
い
よ
、
火

次
的
し
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
と
ポ
知

災
多
発
則
と
な
り
ま
し
た
。

く
だ
さ
い
。
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．
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．
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；
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司
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．
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術
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ブ
に

県
観
光
協
会
長
賞

文

化

祭

行

事

盛
大
に
催
さ
る

第
二
凶
制
ぽ
町
鯛
沌
媛
、
山
初
宿
良
、
川
刑

制
限
慨
が
、
文
化
祭
行
事
と
し
て
、
十
一
月

一一
日
か
ら
四
日
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で
開
俄
、
観
光
援
は
山

川
山
点
数
絵
画
六
回
、
日
午
真
三
二
．
ホ
λ
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三
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三
七
日
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で
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光
長
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、
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、
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の
目
の
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茶
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